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なものの検出ならびにその応用に関して研究した成果をまとめたもので 6 章より成っている D
第 l 章は緒論で，低レベノレ放射能検出の原子力の分野における重要性ならびに本研究の目的，概要
をのべている。
第 2 章は水中の β放射能の連続モニタについてのべている。従来の液浸型GM計数管やシンチレー
ションカウンタによる方法は 10-S"...._10-6μcjcc が検出限界であるので，この値を低めるためチエレン
コフ幅射光を用いた検出装置について実験を行なっている。先ず 32p よりの F線(最大エネノレギ1.7
MeV) が水中で出すチエレンコフ幅射光の検出について実験し，光電子増倍管の雑音と同程度のパノレ
スであることを明らかにした。次にこれを廃水モニタに用い，光電子増倍管を -200C まで冷却し，
また同時計数法を用いることによって 8jN 比を 2 桁も改良しうることを示し， また，硝酸ウランの






を使用した場合，傾斜が零で， 600V のプラトーを得， メタンガスでは， 800V また中性子用の BF3
比例計数管では 500V のプラトーを得ている。
第 4 章においてはコンプトン補償を行なった r 線スペクトノレメータについてのべている口全吸収率
を増して明確なスペクトノレをうるには NaI シンチレータを大きくするが，筆者は NaI 表面から逃げ
-369-
る r線を検出するため液体シンチレータでその周囲をつつみ， 4 本の光電子増倍管からのパノレスを用
いて同時計数を行なっている。これにより 137CS，_，137mBa， 60Co のスペクトノレをとったが， NaI のみの
場合に比して，コンプトンスペクト Jレは37%低下し，自然計数は， 20'""-'40%減少した口更に，この装




(7.58 土1.58) X 10-5 秒をえた。又炉雑音のパワースペクトノレ密度から炉出力を求め， 出力計のよみ
と比較して ， 3%以内で一致したことをのべている。
第 6 章は結論で，本研究の成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は従来より必要とされながら達しえられなかった液体および気体中における低レベソレ放射能
の検出について新しい手法で解決を試み，従来の検出可能レベルを引下げることに成功して，原子
力，放射線応用の広い分野にわたって新しい発展性を与えている。
以上のように本論文は原子力および放射線工学の発展に寄与するところ大であり，博士論文として
価値あるものと認める D
門
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